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第１章   長万部町立病院を取り巻く環境と今後必要とされる病院像について

１．人口減少と医療の環境

1-１)日本の人口推移

・日本の人口減少は、2025年問題*1として知られています。超高齢化社会*2により、医療人材不足
  や社会保障費の増大など、様々な問題が発生すると懸念されています。
・厚生労働省によると、人口減少社会における医療や福祉の利用に関する意識調査では、高齢者
　の医療費負担が増加することが懸念されています。
・人口減少に伴い、医療需要（入院・外来共）の減少と患者の高齢化が予測されることから、将来を
  見据えた病院の「あり方」・「方向性」に加え、健全経営・効率的運営に関する、検討が必要となり
  ます。

・また、若い世代の人口と労働力が減少する一方で、後期高齢者*3の人口が急増するため、医療
  業界における需要と供給のバランスが崩れ、病院数の減少や医師不足といった問題が生じるこ
  とが予想されています。
・このような状況下で、日本政府は、医療制度の改革や、医師の働き方改革などを踏まえた、令和
  6年度診療・介護報酬同時改定など様々な施策を打ち出しています。

　　*1：日本に約800万人いるとされる「団塊の世代」（1947～1949年生まれ）が75歳以上の後期高齢者になることで起こる様々な
　　　　 問題の総称

　　*2：ＷＨＯ(世界保健機関)と国連の定義に基づき、65歳以上 の人口（老年人口）が総人口（年齢不詳を除く）に占め る割合
        （高齢化率）が21パーセント超の社会のこと。 なお、65歳以上人口の割合が７パーセント超で「高齢化 社会」、同割合が14
         パーセント超で「高齢社会」とい う。

　　*3：高齢者とは、一般的に65歳以上の方をいいます。65歳以上75歳未満の方を「前期高齢者」といい、75歳以上の方を『後期
          高齢者』といいます。

　　　　　　中医協（中央社会保障医療協議会）総会資料より
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1-２)道南１８市町人口動態と分析

1-３)全国・北海道・長万部町の人口動態

　　　　　　(第１回）長万部町立病院事業検討委員会資料P10

・長万部町の人口は全国・北海道に比べ､大幅な減少を予測。
・高齢化率(65歳以上)は４０％と高いものの､今後はほぼ横ばいを予測。
・周辺市町村に比べ、高齢化比率がやや低いのが特徴。

・減少率の低い６市町
  ①七飯町   （２８．８％）
　②北斗市   （３８．２％）
　③函館市   （３９．６％）
　④八雲町   （４７．０％）
　⑤今金町   （５０．５％）
　⑥長万部町（５２．０％）

　厚生労働省の国立社会保障・人口問題研究所が発
　表 した２０５０年の将来人口推計によると、函館市の
　人口は１５年比で３９．６％減の１５万人台になると示
　された。
　減少率が最も高い６9.０％減の松前町をはじめ渡島
　檜山管内１８市町のうち１４町が５割以上の落ち込み
　厳しい数字に、各自治体は対策の見直しを迫られ
　そうだ。　　　　　　　　　 　（令和5年12月22日北海道新聞）

　　単位は人。2050年は推計。指数は2020年
　　を100とした時の2050年の人口指数

　【分析】
　・減少率の高い６市町
　　①松前町　 （６９．０％）
　  ②木古内町（６６．２％）
    ③福島町   （６５．９％)
　  ④上ノ国町 （６１．９％）
　　⑤乙部町   （６１．８％）
    ⑥奥尻町   （５９．９％）

　・長万部町は渡島檜山管内18市町村の中で、６番目
　　に人口減少率が少ない市町となっていますが、医
　　療需要は人口に連動する（日本医師会）考えを基
　　に、町の将来を見据えた、新病院の検討が必要と
　　なります。
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２．今後の地域病院に求められる病院像

２-１)長万部町の地域包括ケアシステム

　(第１回）長万部町立病院事業検討委員会資料P４・５

・地域病院に求められる病院像については、全日本病院協会が2021年にまとめた「病院のあり方
　報告書2021年版」に詳しく記載されています。
・ この報告書では、2040年における理想的な医療介護提供体制について提言されており、医療
　と都道府県・市町村主導の『地域包括ヘルスケアシステム』という新しい考え方が提唱されて
　います。
・将来の主な医療・介護提供体制については、以下の9項目について広範に検討されています。
　　①健診・疾病予防　   　②急性期から慢性期医療    　③在宅医療と居宅介護
　　④医師の需給　          ⑤医療・介護従事者としての外国人の受け入れ
　　⑥懸案事項と対策：（人口減少：高齢・超高齢人口の増加、生産人口減少、社会保障財源不
　　　 足、 混合診療）
    ⑦医療・介護需要の変化に対応した官民協調体制の構築
    ⑧コストを適切に反映していない診療報酬体系　          ⑨災害時を想定した事業継続計画
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第２章    長万部町立病院の現況と新病院の目指す将来像

１．町立病院の現況

1-１)入院患者の実績と予測

1-２)外来患者の実績と予測

　　 　(第2回）長万部町立病院事業検討委員会資料P5

　　　(第2回）長万部町立病院事業検討委員会資料P４
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1-３)他会計からの繰入状況

１-４)長万部町立病院 公立病院経営強化プラン（令和６年度～令和９年度）

 a)作成の背景・目的（国の考え方）

 b)作成期限

  ・各公立病院は、令和５年度中に公立病院経営強化プラン作成し、総務省に提出する予定。

２．新病院の目指す将来像

　(第4回）長万部町立病院事業検討委員会資料P９

　・公立病院は、地域における基幹的な公的医療機関として、地域医療の確保のため重要な役割
    を果たしていますが、医師・看護師等の不足、人口減少や少子高齢化の急速な進展に伴う医
　　療需要の変化、医療の高度化など経営環境の急激な変化等を背景とする厳しい環境が続いて
　　いる。
　・持続可能な地域医療提供体制を確保するためには、医療確保等を進めつつ、限られた医師・
  　看護師等の医療資源を地域全体で最大限効率的に活用するという視点を最も重視し、新興感
　　染症の感染拡大時等の対応という視点も持って、公立病院の経営を強化していくことが重要。

           　(第3回）長万部町立病院事業検討委員会資料P7
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第３章    将来を見据えた病院のあるべき姿・方向性について

１．病院のあるべき姿

２．病院の方向性

　　　　(第3回）長万部町立病院事業検討委員会資料P5

　　　　　　　　(第3回）長万部町立病院事業検討委員会資料P６
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第４章    新病院の機能・規模・立地

１．新病院の機能・病床規模

１-１)新病院の機能

１-２)病床規模

 a)平均入院患者数

 b)病床規模

　　　　　　　　(第3回）長万部町立病院事業検討委員会資料P8

今後、入院患者数の定点観測を継続することから、
現段階では入院患者12人として､病床数を設定

検討委員会段階の病床数：病院20床+介護医療院8床

病床数の確定：基本構想(令和6年)～基本計画(令和7年）

平成３０年 15.1

令和元年 13.6

年度 入院患者数（人/日）

平成２７年 9.5

平成２８年 11.6

平均 11.9

分析・検討

　・最近８年間の入院患者数は11.9人/日
　・令和２年のコロナ（Covid-19）の影響を除外した場合
　　の入院患者数は12.3人/日

入院実績予測（P4）の考え方

　令和５年～令和９年（新病院着工予定10年）迄の入院
　実績を継続して観察する予定

　・平成27年～令和元年迄の平均12.7人/日
　・令和２年の実績を12人とし、その後は人口減にリンク
　　して入院患者が減少する考えを採用
　・令和３年以降の実績を観測中（課題：データが少ない）

今後の対応

令和２年 9.1

令和３年 11.6

令和４年 11.2

平成２９年 13.8
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２．新病院の立地

２-１)計画地候補

・町内の４候補地を選定。

２-２)計画地の比較検討

　　　　　　　　(第５回）長万部町立病院事業検討委員会資料P９

・３つの比較条件（物理的状況・都市計画上の位置付け、来院者アクセス、まちづくりへの貢献）と
  比較項目を設定。
・比較項目ごとに評価を行い、総合評価では候補地２（高砂町）が高い。
・新病院の規模、建設費、インフラ整備費、利便性等の条件を加えて、さらに検討が必要。

　　　　　　　(第５回）長万部町立病院事業検討委員会資料P10
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第５章    経営の安定化に向けて

１．入院・外来収益

１-１)病棟再編

１-２)入院収益試算

１-３)外来収益試算

　・入院に比べ、収益の落込みが早
    い外来。
　【単価増の施策】
　・新病院開院に合わせ、訪問看護、
　　訪問診療の検討が必要
　・在宅療養支援診療所（訪問診療・
　  訪問看護）の実績が必要
　・かかりつけ医の届出

　　　　　　　(第4回）長万部町立病院事業検討委員会資料P４

　・新病院の病床数を２８床と想定し、病棟再編（非稼働病床ゼロ）を検討。
　・２０２５年は新病院に向けて、試行を行った場合を示す。

　・病棟再編の結果、令和２年の入院収益に比べ大幅な収益増加が期待できる。
　・２０２５年は新病院に向けて、試行を行った場合を示す。

　　　　　　   　(第4回）長万部町立病院事業検討委員会資料P５

　　　　　　   　(第4回）長万部町立病院事業検討委員会資料P７
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２．新病院の収益試算合計〔入院＋外来〕　（単位：千円）

第６章    住民要望への対応、新病院に向けてのテーマ・検討課題

１．住民要望への対応

・検討委員会における要望事項と対応（案）を整理しました。

対応(案）

　大都市から高齢者が移住できるような病院を含む
　福祉村などの施設群を戦略的土地利用ゾーンへ
　の誘致・建設も検討すべき:第５回

　新病院の機能・規模を熟考したうえで、建設
　地を確定する考え

 この検討委員会の検討内容については、報
 告書を町ホームぺージに掲載し周知する
また、次年度策定予定の基本構想の案を住民意
見交換の場に図る考え

　近年、入院患者が20を超えたことはなく、実感と
  しては有床診療所の形態だと思っている：第２回

 令和３年以降の入院患者データを観測し、基
 本計画で病床数を確定する考え

　５千人の人口規模の中、診療所でいいかと思う
　在宅で終末を迎えたい人には、生活の活性化必
　要であり、それを支える、在宅診療・リハビリなどは
　必要と思う。:第３回

 新病院に向けてのテーマにリストアップし、検
 討して行く

　新病院計画地の高砂町は狭い.患者用駐車場も
  取れないのではないか:第５回

 建物と患者駐車場を最優先する考え

　介護医療院とてもよいと思うが、リハビリが必要と
　思う：第４回

 新病院に向けてのテーマにリストアップし、検
 討して行く

　・収益アップに貢献する入院収益（病棟再編効果）
　・新病院では他会計からの繰入減少（本報告書P５参照）が期待できる。

　病院の方向性に関し、検討委員会とは別な形で
　民意を聞いた方がまとめやすい：第１回

要望事項

             　(第4回）長万部町立病院事業検討委員会資料P８
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第７章 新病院に向けてのテーマ・検討課題

１．新病院に向けてのテーマ

２．新病院に向けての検討課題

・長万部町において医療の必要な介護保険対応患者が何人いるかの把握：町・病院で調査

・今回の検討会を基に、病院のあるべき方向とやり方（病院として長く運営していくため）の

　検討：病院内で検討

・現病院にて介護医療院の試行（８床程度）、収益向上にも寄与：町・病院で検討

・令和５年以降の入院・外来患者数定点観測の継続：コンサル・病院連携

・病院（20床）と診療所（19床）の交付金比較検討：町・病院で検討

・病院の人員配置計画（2060年迄）の検討：病院で検討

 ①長万部町地域包括ケアシステム深化*1への貢献
 ②地域医療への貢献
 ③医療・介護連携促進
 ④訪問医療・訪問看護
 ⑤在宅療養支援病院届出
 ⑥かかりつけ医届出（令和7年4月から「かかりつけ医機能報告」開始）
 ⑦リハビリ・訪問リハビリ強化（リハビリ人材確保が必要）
 ⑧増加する高齢者救急対応（一般病床に求められる役割増加）
 ⑨医療の必要な介護保険患者対応（介護医療院設置など）
 ⑩看取り対応（介護医療院で対応可能）

　・令和６年度の診療・介護報酬同時改定の基本的視点を踏まえた、新病院に向けての10テーマ。

＊1：令和6年度診療・介護同時報酬改定(厚労省）で使用されている用語
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